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１．2007年3月期 第３四半期決算業績ハイライト

営 業 収 益

（単位:百万円）

区 分

－

２００７年３月期
第３四半期決算

対前年増減
（増減率）

２００６年３月期
第３四半期決算

2007年3月期
通期業績予想
（進捗率）

８５,１９８ ７６,１３３ 9,065 (11.9%) 127,000 (67.1%)

営 業 利 益 １７,３２４ １５,５８４ 1,740 (11.2%) 24,300 (71.3%)

経 常 利 益 １５,４８７ １３,４７５ 2,011 (14.9%) 22,300 (69.5%)

第３四半期純利益 ７,８２９ 960 (12.3%) 12,400 (70.9%)

（営 業 費 用）

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

８,７８９

特 別 利 益

特 別 損 失

(法 人 税 等)

６０,５４９ 7,325 (12.1%)

－

－

－

－

－

３３５

２,４４４

909 (270.8%)

638 (26.1%)

１,８３９

２,０２４

５,４６１

△1,533 (△83.4%)

△1,190 (△58.8%)

707 (13.0%)

（注）通期業績予想は、2007年3月期中間決算発表時点（2006年11月1日）の数値。

６７,８７４

１,２４５

３,０８２

３０６

８３４

６,１６８

業績及び損益状況

◆ 当第３四半期における連結営業収益、営業利益及び経常利益は、前年度実績に対して増収・増益。

◆ 特別損益項目では、当期は減損損失の計上がなかったものの、固定資産売却益の減により特別利益が減少

したことから、当期純利益は、前年同期比+12.3％（+9億60百万円）の増益。
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２．セグメント情報（営業収益・営業利益）

営業収益 営業利益率

20.5%

（単位：百万円）

◆ 不動産賃貸事業は、新規ビルの稼動増や既存ビルの増床等により、増収(+10.5％)・増益(+10.4％)。

◆ 分譲事業は、下期のﾏﾝｼｮﾝ引渡予定が第4四半期に集中していること等から、当期は増収(+8.1％)・減益（△8.8％)。

◆ その他の事業は、請負工事の増等により、増収(+16.1％)・増益(+212.8％)。

営業利益

2006/3 Ｑ３実績 2007/3 Ｑ３実績

不動産賃貸

分譲

その他

計

（単位：百万円）

（注）内訳のセグメント数値は消去前

2006/3
Ｑ３実績

2007/3
Ｑ３実績

＋6,072
（10.5%）

＋1,000（8.1%）
＋1,428(16.1%）
＋9,065 (11.9%）

その他
8,895

分譲
12,337

不動産賃貸
57,819

76,133

85,198

その他
10,324

分譲
13,337

不動産賃貸
63,892

27.8%

13.2%

3.0%

27.7%

11.2%

8.2%5.2%

△2.0%

△0.1%

20.3%△0.2%

その他 269

分譲
1,634

不動産賃貸
16,051

15,584

その他
842

分譲
1,490

不動産賃貸
17,726

17,324

＋1,675
（10.4%）

△144
（△8.8%）

＋573
（212.8%）

2006/3
Ｑ３実績

2007/3
Ｑ３実績

＋1,740（11.2%）
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2006/3/31 2006/12/31

（億円）
総 資 産

5,437
5,330

1,157 1,210

 3,668
3,163

1,116 451

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2006/3/31 2006/12/31

負債及び純資産

5,437 5,330

（億円）

有形・無形
固定資産

投資等

流動資産 流動負債

固定負債

純資産

* 2006年3月末の「純資産合計」は、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」等の適用前の「資本の部」及び「少数株主持分の金額」の合計額を記載。

３．Ｂ／Ｓの状況

◆ 総資産は、設備投資(+247億円)やたな卸資産(分譲用不動産の仕入れ)の増(+141億円)等があったものの、減価償却による

資産の減(△176億円)や現預金の減(△173億円)等により、全体で107億円の減。

◆ 負債については、有利子負債が増加(+51億円)したものの、営業未払金の減（△106億円）や未払法人税等の減（△35億円）

に伴い、全体で159億円の減。

◆ 純資産については、当期純利益による増(+87億円)及び配当金支払による減(△32億円)により、52億円の増。
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４．投資及び有利子負債の状況

（億円）

投資の状況

0

200

400

2006年3月期 2007年3月期

546

400

期末
実績

期末
業績予想
（修正）

247

312

第3四半期末
実績

第3四半期末
実績

◆ 設備投資額は247億円であり、主な内訳は「四条烏丸」114億円、「UD御堂筋ビル」40億円、等。

◆ 連結有利子負債の残高は2,740億円と、前期末に比べて51億円の増。Ｄ／Ｅレシオは、２.３倍。

2,332
2,103 2,076

392

268268

15

345
100

0

1,000

2,000

3,000

2005/12/31 2006/3/31 2006/12/31

（億円） Ｄ/Ｅレシオ

2.2倍

2,471

2.3倍 2.3倍

2,689 2,740

連結有利子負債の状況

短期借入金

社債

長期借入金

※注：従来、「短期借入金」に含めて表示していた「１年以内返済予定の長期借入金」は、表示方法を
変更し独立掲記することとしたため、本資料においては「長期借入金」に含めている。
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区 分

営業活動によるキャッシュ・フロー

(再掲) 税金等調整前当期純利益

(再掲) 減価償却費

(再掲) たな卸資産の増減額（△：増加）

(再掲) 仕入債務の増減額（△：減少）

(再掲) 法人税等の支払額

2007年3月期
第３四半期決算

対前年増減
2006年3月期
第３四半期決算

△２,３１６ △24,037

１４,９５８

１７,６７０

△１４,１２６

△１０,６６４

△９,７８９

1,668

27

△2,362

△9,985

△6,827

△２６,５３１

投資活動によるキャッシュ・フロー △１６,３８５ 15,227

(再掲) 有形固定資産の取得による支出

財務活動によるキャッシュ・フロー １,８１１ △8,631

フリー・キャッシュ・フロー △１８,７０１ △8,809

現金及び現金同等物の期末残高 ２,６１４ △8,140

△2,343

５,１０８

△３,２９０

(再掲) 借入金等の増減額（△：減少）

(再掲) 配当金の支払

△10,278

1,641

５．キャッシュ・フローの状況

（単位:百万円）

21,721

13,290

17,643

△11,763

△679

△2,961

△31,612

10,442

△9,891

10,754

△24,187

15,386

△4,932


